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Google Earthを使ったつくば市および土浦市周辺地域における建物被害の分布
Distribution of housing damage around Tsukuba and Tsuchiura cities using Google Earth
images
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2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震によって，土浦市・つくば市では震度 6弱を記録した．建物の被
害分布と地質・地盤の関係について明らかにするために，両市の一部地域に限定して，建物被害や地盤変状を踏査した．
その結果，以下のことが明らかになってきた（詳しくは，中村洋介ほか，本学術大会予稿を参照されたい）．1)従来，地
震動に強いとされていた段丘面上の被害分布が，地震動に弱いとされている沖積低地の被害分布と比較し同程度の被害
が認める地域があった．2)同じ桜川段丘面上でも，地域により被害分布に大きな差がある（土浦市飯田-つくば市中根；
つくば市小田）．これらの結果を踏まえて，本研究では，より広範囲の被害分布を調査し，両市およびその周辺地域にお
ける地震動に対する地質の特性を一般的化する必要があった．

本研究では，本震以降に更新された Google Earth画像（本研究では 2011年 3月 29日の画像を使用）で判別できる屋
根瓦の損壊・落下（ブルーシート等で判別）に着目し，その分布を地質図∗と重ね合わせ，被害分布と地質・地盤との比
較検討を行った．現地調査の結果から，屋根瓦の損壊・落下を受けている建物は，外壁の損傷もしくは塀・灯籠の倒壊
を同時に受けていることも多く，建物被害を代表しているものと考えられる．また，Google Earth画像を用いることによ
り，広範囲にわたる地域を同時刻に，かつ均質に評価することができた．

Google Earth画像を用いた調査の結果，まず，現地踏査を実施した地域の建物被害分布と比較し，Google Earth画像の
判読で得られた屋根瓦の被害分布が実際の建物被害の分布をほぼ再現できていると判断した．また，土浦駅，荒川沖駅，
および牛久駅周辺で被害が集中している．さらに，つくば市北条，つくば市今鹿島-百家，及びつくば市谷田部周辺でも
被害が多いことが明らかになった．これらの被害が集中している地域は，沖積低地だけでなく段丘上にも散在しており，
建物被害の程度には，地表地質や地形以外の要因が大きく影響している可能性がある．今後は，段丘下に埋もれている
古い地質時代の谷地形や，先新第三系の基盤上面深度など，地下地質との対応を比較し，検討を行っていく予定である．
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